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佐久間⼤樹，⼊江邦泰，佐藤博紀，鈴⽊悠⼀，池⽥ 礼，池⽥良輔，佐藤 健，須江聡⼀郎，⾦⼦裕明，前⽥ 愼：
EUS-FNB にて診断し得た直腸神経鞘腫の 1 例．⽇本消化器病学会関東⽀部第 371 回例会，Web 開催，2022，
9． 
 
三輪治⽣, 沼⽥和司, 杉森⼀哉, 前⽥ 愼: 膵嚢胞性病変外科切除例における超⾳波診断.  第 34回超⾳波医学会
関東甲信越地⽅会, 特別企画【消化器】まれな膵腫瘍の超⾳波診断 2022（ハイブリッド開催）, 東京, 2022, 9. 
 
⼊江邦泰，遠藤和樹，⻄村正基，三箇克幸，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤 健，三輪治⽣，⾦⼦卓，杉森⼀哉，



 

 

前⽥ 愼：切除不能⾼齢者膵癌に対する１次治療としての併⽤化学療法の検討．第 30 回消化器病関連学会週間
（JDDW2022）, 福岡, 2022.10. 
 
須江聡⼀郎, 飯塚千乃, 前⽥ 愼：早期胃癌内視鏡治療後の腸上⽪化⽣に対する胃癌抑⽌対策の開発. 第 30 回消
化器病関連学会週間（JDDW2022）, 福岡, 2022.10. 
 
池⽥良輔，⾦⼦裕明，古澤享⼦，三箇克幸，松林真央，佐藤 健，⼊江邦泰，前⽥ 愼：Prediction factors of difficulty 
in Colorectal ESD（⼀般演題⼝演）．第 30回⽇本消化器関連学会週間（JDDW2022），福岡，2022，10． 
 
佐藤 健，中⾺ 誠，前⽥ 愼：EGFR 阻害は肝細胞癌細胞におけるレンバチニブ耐性を克服する．第 30 回⽇
本消化器関連学会週間（JDDW2022），福岡，2022，10． 
 
飯塚千乃，⼩野寺翔，須江聡⼀郎，⼊江邦泰，⾦⼦裕明，前⽥ 愼：腸上⽪化⽣に着⽬した早期胃癌内視鏡治療
後の異時性再発リスクの検討．第 30回⽇本消化器関連学会週間（JDDW2022），福岡，2022，10． 
 
中⾺ 誠, 加川建弘, 豊⽥秀徳: 肝細胞癌の免疫療法+分⼦標的治療の実臨床における成績と効果関連バイオマ
ーカーの選定. 第 30回⽇本消化器関連学会週間 (JDDW2022)，統合プログラム，福岡，2022, 10. 
 
中⾺ 誠: 肝細胞癌に対する免疫複合療法の最新の知⾒と超⾳波画像検査の役割. 第 52 回⽇本超⾳波医学会北
海道地⽅会学術集会ランチョンセミナー, 札幌, 2022, 10. 
 
⾦⼦ 卓: 術前化学療法の際に最適な胆道ドレナージとは？．第 58 回⽇本胆道学会学術集会 ランチョンセミ
ナー3．神奈川，2022，10． 
 
⻄村正基, 杉森⼀哉, 前⽥ 愼, ⽶井翔⼀郎, 松岡裕⼈, ⼤⽯梨津⼦, 遠藤和樹, ⼩宮⼭哲史, 三輪治⽣, ⾦⼦卓, 
沼⽥和司: 術後再建腸管症例に対するバルーン内視鏡を⽤いた経乳頭的結⽯除去術の治療成績. 第 58 回⽇本胆
道学会学術集会, 神奈川, 2022, 10． 
 
⼤⽯梨津⼦, 三輪治⽣, ⽶井翔⼀郎: 胆嚢癌に対するアプローチ Detective Flow Imaging を⽤いた胆嚢病変に対
する超⾳波内視鏡診断. 第 58回⽇本胆道学会学術集会, 神奈川, 2022, 10． 
 
⼩林亮介, 平澤欣吾, 前⽥ 愼：OGIB に対する Push enteroscopy の可能性. 第 30 回⽇本消化器関連学会週間
（JDDW2022），シンポジウム, 福岡, 2022, 10. 
 
⻄尾匡史, 平澤欣吾, 前⽥ 愼：潰瘍性⼤腸炎併発腫瘍の境界診断における narrow band imaging 併⽤拡⼤内視
鏡の有⽤性. 第 30回⽇本消化器関連学会週間（JDDW2022）， ワークショップ, 福岡, 2022, 10. 
 
⼟屋洋省, 杉森⼀哉, 松岡裕⼈, 遠藤和樹, 杉森 慎, ⻄村正基, ⼾塚雄⼀朗, ⼩宮⼭哲史, 三輪治⽣, ⾦⼦ 卓, 
菊地祐太郎, 熊本宜⽂, 武⽥和永, 沼⽥和司, 國崎主税, 前⽥ 愼: 当院での切除不能胆道癌に対するがんゲノム
医療の実践．第 30回⽇本消化器関連学会週間（JDDW2022）, 福岡, 2022, 11． 



 

 

 
⼩宮⼭哲史, 沼⽥和司, ⼩串勝昭, 中⾺誠, 前⽥愼: up-to-seven 基準外の BCLC Stage B 肝細胞に対するレンバチ
ニブと RFA の併⽤療法の検討. 第 30回⽇本消化器関連学会週間（JDDW2022）, 2022,10. 
 
松岡裕⼈, 杉森⼀哉, 遠藤和樹, ⼟屋洋省, 杉森 慎, ⻄村正基, ⼾塚雄⼀朗, ⼩宮⼭哲史, 三輪治⽣, ⾦⼦ 卓, 
沼⽥和司, 前⽥ 愼: 75歳以上の⾼齢者に対する Interventional EUS の安全性の検討. 第 30回⽇本消化器関連学
会週間（JDDW2022）, 2022,10. 
 
井出野奈緒美，野﨑昭⼈, ⼩串勝昭, 守屋 聡, 中⾺ 誠, 沼⽥和司, 前⽥ 愼: HCV排除後の発がん及び⽣命予
後と Fib-4 index との関連. 第 30回⽇本消化器関連学会週間（JDDW2022）, 2022,10. 
 
三輪治⽣, 杉森⼀哉, 松岡裕⼈, 遠藤和樹, ⼟屋洋省, ⻄村正基, ⼾塚雄⼀朗, ⾦⼦卓, 沼⽥和司, 前⽥ 愼: EUS-
HGS のガイドワイヤー操作法における Loop technique の有⽤性. 第30回⽇本消化器関連学会週間（JDDW2022）, 
2022,10. 
 
澤⽥敦史, 平澤欣吾, 國崎主税, 前⽥ 愼：当院における胃 GIMT に対する内視鏡的切除術の経験. 第 55 回神
奈川県胃癌治療研究会, 神奈川, 2022, 10. 
 
鈴⽊良優，佐藤健，⾦丸雄志，中森義典，⼩野寺 翔，岩⽥ 悠⾥，飯塚 千乃，須江 聡⼀郎，佐藤 博紀，鈴⽊ 悠
⼀，池⽥ 礼，池⽥ 良輔，⼊江 邦泰，⾦⼦ 裕明，前⽥ 愼；マウスでの膵腫瘍形成における STING の役割．
第 81回⽇本癌学会学術総会，東京，2022，10． 
 
三輪治⽣: ARIETTA 850 Deep Insight 〜AI技術と超⾳波の融合〜. 第 54回神奈川消化器病医学会総会（ハイ
ブリッド開催）, メーカーセミナー（富⼠フィルムヘルスケア株式会社）,  横浜, 2022, 11. 
 
沼⽥和司: arfa RF ABLATION SYSTEM 正確に穿刺し、正確に焼灼できる国産初の RFA システム. 第 54回神
奈川消化器病医学会総会（ハイブリッド開催）, メーカーセミナー（⽇本ライフライン）,  横浜, 2022, 11. 
 
澤⽥敦史, 平澤欣吾, 國崎主税, 前⽥ 愼：当院における胃 GIMT に対する内視鏡的切除術の経験. 第 54回神奈
川県消化器病医学会総会（ハイブリッド開催）, 神奈川, 2022, 11. 
 
澤⽥敦史, 平澤欣吾, 國崎主税, 前⽥ 愼：当院における胃 GIMT に対する内視鏡的切除術の変遷. 第 104 回⽇
本消化器内視鏡学会総会, 福岡, 2022, 11. 
 
澤⽥敦史, 平澤欣吾, 國崎主税、前⽥ 愼: 当院における胃 GIMT に対する内視鏡的切除術の経験. 第 115 回⽇
本消化器内視鏡学会関東⽀部例会, 東京, 2022, 12. 
 
澤⽥敦史, 平澤欣吾, 國崎主税, 前⽥ 愼: EFTR 後に遅発性穿孔した前庭部 GIST の症例-症例報告-. 第 4 回内
視鏡的全層切除・縫合法研究会, 東京, 2022, 12. 
 



 

 

鈴⽊ 良優，佐藤 健，何 ⼩平，⾦丸 雄志，中森 義典，⼩野寺 翔，杉森 慎，前⽥ 愼；膵癌関連線維芽細胞
における STING の活性化は腫瘍抑制的に作⽤する．第 7回 Gastro-PLUS，東京，2022，12． 
 
 
（その他（講演会・受賞・取材協⼒・特許等）学会以外各種講演） 
沼⽥和司：Intermediate stage HCC beyond up-to-seven criteria, CP A に対する Lenvatinib RFA併⽤療法．HCC 
Meet The Expert in Tokyo，東京，2022，1. 
 
中⾺ 誠: 肝細胞癌におけるテセントリク+アバスチン治療の最新の知⾒. 横須賀肝細胞癌セミナー（WEB開催）, 
横浜, 横須賀, 2022, 2. 
 
中⾺ 誠: 診療に役⽴つウイルス性肝炎知識. 第 5回 神奈川肝疾患コーディネーターセミナー（WEB開催）, 横
浜, 2022, 2. 
 
中⾺ 誠: HCC 治療における多彩な Lenvatinib の役割. HCC湘南講演会（WEBハイブリット開催）, 厚⽊, 2022, 
3.  
 
中⾺ 誠: 肝細胞癌におけるテセントリク+アバスチン治療の最新の知⾒. 「Treatment strategy on HCC」を考
える会（WEBハイブリット開催）, 川崎, 2022, 4.  
 
中⾺ 誠: 肝癌化学療法と B 型肝炎 TAF の実臨床における最新の情報. 肝疾患オンラインセミナー（WEB 開
催）, 横浜, 2022, 4. 
 
⾦⼦ 卓: 当院における慢性膵炎診療の実際〜ガイドライン 2021 を絡めて〜. Alcoholic Gastroenterology 
Summit, 横浜, 2022, 5. 
 
中⾺ 誠: HCC 治療における Lenvatinib の多彩な役割. HCC Pioneers Meeting in Kawasaki（WEB開催）, 横
浜, 川崎, 2022, 6. 
 
三輪治⽣: 術後再建腸管を有する肝外胆管癌の⼀例, 第 14回 Tokyo Academy（WEB開催）,  東京, 2022, 6. 
 
三輪治⽣: 胆膵癌における周術期治療〜最新のエビデンスと実臨床における治療経験〜 .  Kanagawa GI 
Oncology Seminar, 横浜, 2022, 7. 
 
Miwa H: How to overcome difficult cases in EUS-HGS?. 5th Kaneka International Expert Webinar(Online webinar), 
2022, 7. 
 
中⾺ 誠: 切除不能肝細胞癌における Atezolizumab + Bevacizumab の安全性、 有効性に関する多施設共同研究. 
みなとまちフォーラム, 名古屋, 2022, 8. 
 



 

 

中⾺ 誠: アルコール性肝障害について. 地域医療連携会（WEB開催）, 横浜, 2022, 9. 
 
中⾺ 誠: HCC 治療における Lenvatinib の多彩な役割. LENVIMA-HCC web seminar（WEB開催）, 東京, 横浜, 
2022, 10. 
 
中⾺ 誠: 肝硬変の診断と治療. 第 25回肝臓病教室, 横浜, 2022, 10. 
 
中⾺ 誠: 肝がんの局所療法. 令和 4 年肝癌撲滅運動（WEB開催）, 神奈川, 2022, 11. 
 
三輪治⽣: ⾮⾼齢者切除不能膵癌の治療. TAIHO Web Lecture on Pancreatic Cancer（WEB開催）, 横浜, 2022, 
12. 
 
三輪治⽣: 胆管ステント〜正しい選択と留置法〜. 第 14 回 Yokohama Young Gastroenterologist Level-up 
Conference（WEB開催）, 横浜, 2022, 12. 
 
杉森 慎：横浜市⼤センター病院におけるがんゲノム医療の実践, 令和 4 年度第 2 回地域がん医療連携研修会
（WEB開催）, 横浜, 2022, 12. 
 
<その他，司会等> 
中⾺ 誠: 東京神奈川肝がん研究会（WEB開催）, 東京、横浜, 2022, 1. 
 
中⾺ 誠: 肝硬変、肝性脳症の話題. 地域医療連携会（WEB開催）, 横浜, 2022, 2. 
 
中⾺ 誠: ⾎管内治療. 第 58回⽇本肝癌研究会, 東京, 2022, 5.  
 
中⾺ 誠: Alcoholic Gastroenterology Summit（WEB開催）, 横浜, 2022, 5. 
 
中⾺ 誠: 第 1回肝硬変WEBカンファレンス in神奈川（WEB開催）, 横浜, 2022, 6. 
 
中⾺ 誠: 肝疾患オンラインセミナー（WEB開催）, 横浜, 2022, 7.  
 
⼩串勝昭: ⽇本消化器病学会第 371回関東⽀部例会（WEB開催）, 2022, 9. 
 
中⾺ 誠: 原発性肝癌 1. 第 30回⽇本消化器関連学会週間, 福岡, 2022, 10. 
 
＜研究助成⾦＞ 
前⽥ 愼（分）：多機関共同のリアルワールドデータ研究に対する risk based approach を⽤いた臨床研究⽀援の
実装と課題解決法の提案．国⽴研究開発法⼈⽇本医療研究開発機構 研究開発推進ネットワーク事業（2022 年
度），100万円． 
 



 

 

前⽥ 愼（分）：膵癌における腫瘍関連マクロファージのマスター転写因⼦を標的とした新規治療法への探索研
究．国⽴研究開発法⼈⽇本医療研究開発機構 次世代がん医療加速化研究事業（2022 年度），40万円． 
 
前⽥ 愼（分）：膵がん早期発⾒・精密治療⽅針決定を実現する新規放射性抗体医薬を⽤いた超⾳波内視鏡ガイド
投与による⾰新的 PET 画像診断の第Ⅰ相医師主導治験．国⽴研究開発法⼈⽇本医療研究開発機構 臨床研究・
治験推進研究事業（2022 年度），20万円． 
 
中⾺誠 (代表): 難治性肝癌の CD8陽性 T細胞誘導を介した免疫療法改善の検討とバイオマーカーの構築. ⽂部
省科学研究費助成 (基盤 C) 総額 416万円 (2022 年度分 180万円) 
 
中⾺誠 (代表): 進⾏肝細胞癌における治療⽅針（分⼦標的治療、免疫治療）決定のためのバイオマーカーの確⽴. 
横浜市がん研究助成 先進医療推進事業（令和 3 年度〜（継続）, 35 症例） 
 
⾦⼦ 卓(代表): 肝内胆管癌に対する PI3K 阻害薬及び Wee1 阻害薬の臨床応⽤に係る基盤研究. ⽇本学術振興
会 科学研究費助成事業(学術研究助成基⾦助成⾦) 若⼿研究(2021 年取得)，総額 455 万円（2022 年度分 169
万円）． 
 
杉森⼀哉（代表）, 杉森 慎, 前⽥ 愼: ct-DNA と剖検検体を⽤いた膵癌化学療法中に⽣じる 3次元的遺伝⼦変
化の解明. ⽇本学術振興会 科学研究費助成事業(学術研究助成基⾦助成⾦) 基盤研究 C（2021 年取得）, 総額
403万円（2022 年度分 91万円）． 
 
三輪治⽣（代表）: Detective Flow Imaging を⽤いた、胆膵癌診断法の構築. 浦⾈ がん・ハートプロジェクト，
60万円. 
 
杉森 慎（代表）: 腫瘍由来⾎中遊離遺伝⼦(ct-DNA)のバイオマーカー能の検証と、ct-DNA 解析による薬剤耐
性化機序の解明. LIP 横浜トライアル助成⾦, 99万円． 
 
杉森 慎（代表）: 新規 PI3K 亢進型⼗⼆指腸腫瘍マウスモデルを⽤いた段階的腫瘍増悪経路の解明. 浦⾈ が
ん・ハートプロジェクト, 100万円. 
 
杉森 慎（代表）: EGFR増幅を伴う進⾏胆道癌に対するネシツムマブ、ゲムシタビン療法の有⽤性を検討する第
Ⅱ相試験. 横浜市がん研究助成, 学内先進医療事業（5 症例）. 
 
杉森 慎: 膵癌診断におけるリキッドバイオプシー実⽤化に関する研究. 横浜市がん研究助成, 学内先進医療事
業（令和 3 年度〜（継続），50 症例）. 
 
杉森 慎: ⾎中循環腫瘍由来ドライバー変異遺伝⼦の定量的モニタリングの臨床的有⽤性に関する研究. 横浜市
がん研究助成, 学内先進医療事業（令和 3 年度〜（継続）, 50 症例）. 
 
露⽊ 翔（代表）: 新規 ERBB2増幅型胃発癌マウスモデルの構築. 浦⾈ がん・ハートプロジェクト, 99万円. 



 

 

 
露⽊ 翔（代表）: Erbb2 (Her2)過剰発現・Tp53⽋損型胃癌マウスモデルの構築. わかば研究助成, 横浜医学振
興財団, 50万円. 
 
露⽊ 翔（代表）: Helicobacter 感染を背景に有する新規 ERBB2 増幅型胃発癌マウスモデルの構築. ⽇本ヘリ
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